
環境調査事業”シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (43)
　     ２０１３年６月２０日（木）～７月２１日（日）  

  相模川湘南地域協議会 記録：中門吉松 

7月１３日 第1圃場のロゼット 
梅雨明け直後、猛暑日が続き萎れてきた。 

 7月6日（土）例年よりも早めに梅雨明け宣言。 その後も時々恵みの雨を齎し、圃場のロゼットや遅くに発芽した実生も順調に成長してきました。 

 猛暑日が続いた後の圃場を観察すると、シルトが玉石を覆い尽くした第１・２圃場は乾燥してロゼットが瀕死状態、玉石河原に近い第３圃場は活き活き。  

7月１３日 第3圃場のロゼット 

玉石河原のロゼットは活き活きしている。 
7月１３日 第２圃場のロゼット 

シルトが乾燥し、今年発芽したロゼットは萎れが大きい。 

7月2日 第1圃場のロゼット 
梅雨後半、青々と成長しています。。 

7月2日 第3圃場のロゼット 

5月に発芽したロゼットも元気に成長！ 
7月2日 第２圃場のロゼット 

圃場一面にロゼットが見られます。 



梅雨明け直後、猛暑日が続き萎れてきた。 

１．刺されたらその現場からすぐ数十メートル離れる。（巣から離れる） ２．刺された傷口を流水でよく洗い流す。ハチの針が残っている場合は、指でつまんで毒液を再注入しない

ようにそっと抜く。 ３．爪などで傷口周囲を圧迫し、毒液をしぼり出す。 （ハチ毒は水に溶けやすいので、傷口から毒液をしぼり出すように、もみながら流水にさらすと効果的）

抗ヒスタミン剤を含むステロイド軟膏などがあれば塗布する。５．濡れたタオル等で冷やし、安静にする。 

水やり、草取り、圃場周りの草刈り時の注意事項 ･･･蜂に刺された時の処置について参考付記します。 

シルトが乾燥し、今年発芽したロゼットは萎れが大きい。 

横浜から参加のＭさん 

作業前のミーティング 
乾燥した第１、２圃場水やり優先。熱射病に注意！ 

圃場内、外の草取りでは、アシナガ蜂に刺されるアクシデント発生。 
【秦野から参加のＳさん】  毎回、遠く秦野からシナダレスズメガヤ除去作戦に参加して頂けます。感謝 

圃場周りの草刈り 
お花見までに3回程度予定！ 

乾燥した圃場の水やり 
新たに２５ｍのホースを購入。 効率良くできました！ 

恒例の記念写真  ”お疲れ様でした” 
途中で水分補給の休憩タイム、終了後はかき氷で喉を潤した。 


